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背景 

 疾患形成には年余を必要とし、短命の動物実験のデ
ータでは解明できない、ヒトでしかわからない病態が存
在する。 

 医学研究のインフラストラクチャーとして、ヒト組織および
血清などの生体試料を臨床所見、データと一緒にして
蓄積していくシステムが整備されなくてはならない。 

 今後のバイオマーカー開発や先進的解析技術でのオミ
ックス研究などが期待されている。 



NCBN事業の経緯 

 平成22年3月 6NC研究所長連絡会議で疾患関連バイオバンク構築の必要性を議論 

 平成23年1月 6NCバイオバンクworking group (WG)の設置 

 平成23年5月 6NCバイオバンクWGからの報告書  を6NC総長会議に提出 

 平成23年7月 6NC総長から厚生労働大臣に対しバイオバンク事業の要望書を提出 

 平成23年10月 6NCバイオバンク運営協議会の設置 

 ゲノム指針見直しに関する要望書  を関係省庁に提出 

 平成23年11月 6NCバイオバンク運営協議会 4つの作業／検討部会の設置 

 平成24年4月 中央バイオバンク及び事務局機能の整備・稼働 

 平成26年10月 NCBNロードマップ見直しWGによる報告書  （ロードマップの中間見直

し）の提出・承認、検討部会の再編 
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ＮＣの専門性を活かした疾患別ネットワーク構築の可能性を検討（カタログ情報や試料の保管等について連携） 

産学官の研究者等 
からの利用申請 



様々ながんの本態解明とその克服を目指した 国
立がん研究センターバイオバンク 

DNA,RNA,血漿 

【特色／利活用例】 
 
  がん医療への活用 

  新しい予防・診 断・
治療法の確立 

  がん診断・治療シー
ズの同定 

  発がんリスク要因 の
同定 

血液試料 

組織試料 

科学的に価値があって診断に支障を 
来さない部位を、病理専門医が判断 



当該バイオバンクのイメージを 表す模式図
を記載 文字の大きさは最低24 pt以上 フォ
ントはヒラギノ丸ゴシック 

心臓病､脳卒中､大動脈を含めた血管疾患､ 高
血圧症などの循環器病の制圧を目指す 

国循バイオバンク 

【特色／利活用例】 

 新しい治療薬･治療法･ 
予防法の開発 

 新しい診断法･検査法の 
開発 

 心不全マーカーなど､予 

防や治療に役立つ疾患 
マーカーの開発 

 医学･医療･医学教育の

質、技術､レベルの向上 

診療情報  問診票  

画像データ  

残余試料 病理組織 

BB採血17mL 

http://www.ncvc.go.jp/biobank/ 

http://www.ncvc.go.jp/biobank/


精神・神経・筋疾患の新たな診断・治療法の 開発
を目指した高品質検体・情報バイオバンク 

【特色／利活用例】 

重症例・ドラッグ・フ リー
例を多数含んだ精 神疾
患血漿・DNA 

死後脳・髄液・筋組織 
など収集の難しい検体 

専属心理士・医師・ SE
による安定した症状 評
価と情報システム 

疾患標的探索に最適 

  

ドラッグ・フリー、重症例の血
漿・髄液、培養細胞等 

詳細な臨床情報 
 
画像・生理 検査結果など 

採取困難な組織検体 

脳  髄液   筋肉 

均質で詳細な症状評価・診断 



感染症・生活習慣病等の国際的に重要な疾患の 

病態解明と克服を目指したバイオバンク 

【特色／利活用例】 

  革新的な新規ウィルス 
治療薬開発への活用 

  肝炎等の病態進展に関 
わる因子同定と、簡便 な
診断技術の確立 

  生活習慣病に関する新

規標的分子の同定や、合
併症のバイオマーカーの
探索 

感染症と生活習慣病 

NCGM ゲノム医療研究 
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成育医療に関わる難病の解明と 
先進医療への展開を目指したバイオバンク 

【特色／利活用例】 
 
収集の困難な新生児・小児の試
料を臨床情報 を併せてバンキング 
小児希少疾患・難病・ 先天異常
の原因遺伝子 同定と診断治療へ
の応用 
iPS細胞を使った疾患 モデルによ

る小児希少疾患・難病の克服研究 

 

難治性成育疾患の克服 

先進医療への展開 



高齢者の健康長寿を目指したバイオバンク 
 

【特色／利活用例】  

加齢による疾患の病態解 
明・治療法開発に利活用 

認知症の診断・治療 薬
開発に活用 

運動器疾患の病態解 明
と治療薬開発に活 用 

健常高齢者のゲノムコ
ホート研究に活用 

認知症の創薬研究  

運動器疾患治療法開発  

老年病研究  

健康長寿への貢献  
h"p://www.ncgg.go.jp/biobank/index.html  

http://www.ncgg.go.jp/biobank/index.html






△ボタンをクリック 



病名のリストが開きます 



付加情報がついた病名検索のための説明 



＊のついた病名に付加情報があります 



今回は狭心症を検索します 



検索ボタンをクリックします 



検索結果が出ます 



付加情報があるNCは、 
リンクが表示されます 









その他の病名の付加情報(一部) 



その他の病名の付加情報(一部) 



その他の病名の付加情報(一部) 



その他の病名の付加情報(一部) 







Thank you ! 
 

We are expecting for your needs. 
 
 

http://www.ncbiobank.org/index.html 
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